
2020.10月号
（毎月10日発行）

●発行／四万十町企画課　　●印刷／窪川印刷
〒786-8501　高知県高岡郡四万十町琴平町16-17  Vol.175

大
正
町
・
旧
十
和
村
は
、
江
戸
時
代

ま
で「
上
山
郷
」と
い
っ
た
。上
山
郷

は
上
分
と
下
分
に
分
か
れ
て
お
り
、
ざ
っ

く
り
分
け
る
と
上
分
が
旧
大
正
町
、
下
分

が
旧
十
和
村
と
な
る
の
だ
が
、
細
か
く
見

て
い
く
と
、
旧
大
正
町
の
中
で
も
下
分
で

あ
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。江
師
も
そ
う
で

あ
る
。上
山
郷
と
は
、
こ
の
地
を
支
配
し
て

い
た
上
山
氏
の
名
に
よ
る
。

　さ
て
、
江
師
へ
。窪
川
方
面
か
ら
国
道

3
8
1
号
を
走
り
、
田
野
々
を
過
ぎ
る
。田

野
々
ト
ン
ネ
ル
を
左
手
に
見
な
が
ら
直
進

し
、
梼
原
方
面
へ
向
か
っ
て
国
道
4
3
9

号
を
行
く
。最
初
の
ト
ン
ネ
ル（
江
師
ト
ン

ネ
ル
）を
く
ぐ
る
と
す
ぐ
に
梼
原
川
を
渡

る
。橋
を
渡
っ
た
と
こ
ろ（
小
石
ト
ン
ネ
ル

の
手
前
）を
左
折
す
る
と
、
小
石
地
区
で
、

こ
の
集
落
を
抜
け
る
と
左
手
の
梼
原
川

の
向
こ
う
に
江
師
の
集
落
が
広
が
る
。背

後
に
あ
る
雄
大
な
山
並
み
の
裾
野
に
民

家
が
点
在
し
て
い
る
。地
区
に
は「
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
・
ウ
エ
ル
花
夢
」が
あ
り
、そ

の
す
ぐ
近
く
で
縄
文
時
代
の
遺
跡
が
発
掘

さ
れ
た
。

　慶
長
2
年（
1
5
9
7
＝
関
ヶ
原
の
合

戦
の
3
年
前
）の
記
録
に
は「
江
志
村
」と

あ
り
、
こ
の
頃
に
は
す
で
に
16
町
を
超
え

る
耕
作
地
が
存
在
し
た
と
あ
る
。江
戸
時

代
に
入
り
、常
に
30
〜
40
世
帯
・
2
0
0
人

前
後
の
人
々
が
暮
ら
す
大
き
な
村
で
あ
っ

た
。こ
の
時
代
は
、
近
隣
の
木
屋
ヶ
内
村
・

小
石
村
・
下
道
村
を
江
志
村
の
小
村
と
し

て
い
た
と
、
享
保
元
年
の
記
録
に
あ
る
。こ

の
記
録
に
よ
れ
ば
、
本
村
で
あ
る
江
志
村

に
庄
屋
を
置
き
、
各
小
村
に
は
名
本
と
い

う
、
村
長
の
よ
う
な
役
職
を
置
き
支
配
し

て
い
た
ら
し
い
。

　橋
か
ら
江
師
地
区
を
眺
め
る
と
、
左
前
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旧

方
に
小
高
い
里
山
の
よ
う
な
こ
ん
も
り
と

し
た
山
が
あ
る
。こ
の
山
は「
環
流
丘
陵
」

で
あ
る
。つ
ま
り
、
か
つ
て
の
梼
原
川
は
、

こ
の
山
を
ぐ
る
っ
と
回
っ
て
蛇
行
し
て
い

た
の
で
あ
る
。今
年
2
月
に
、
2
週
に
わ

た
っ
て
放
映
さ
れ
た
N
H
K「
ブ
ラ
タ
モ

リ
」で
は
、十
和
・
大
井
川
地
区
に
残
る
環

流
丘
陵
が
紹
介
さ
れ
た
。そ
の
中
で「
四
万

十
川
沿
い
に
は
幾
つ
か
の
環
流
丘
陵
が
あ

る
」と
あ
っ
た
よ
う
に
、
四
万
十
川
の
支
流

で
あ
る
梼
原
川
に
も
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

　こ
の
環
流
丘
陵
の
北
西
方
向
に「
折
付
」

と
い
う
場
所
が
あ
る
。こ
こ
は
、
山
か
ら

街
道
を
下
っ
て
き
た
場
所
で「
降
り
着
い

た
と
こ
ろ
」と
い
う
意
味
な
の
だ
そ
う
だ
。

　こ
の
山
越
え
の
街
道
は
十
和
方
面
と

の
往
来
の
重
要
ル
ー
ト
だ
っ
た
ら
し
い
。

十
和
方
面
と
の
往
来
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ

と
を
示
す
神
社
が
あ
る
。江
師
に
は
森
神

社
と
い
う
神
社
が
あ
っ
て
、
現
在
は
小
さ

な
祠
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
が
、
こ
の
森

神
社
の
元
は
森
野
神
社
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、

戦
国
末
期
の
記
録
の
森
野
神
社
の
項
に

「
森
野
堅
物
」と
い
う
武
士
の
名
が
記
さ
れ

て
い
る
。森
野
と
い
う
姓
は
今
も
十
和
に

残
っ
て
い
る
。

 ☎（0880）22-3124
　（0880）22-3123FAX本文など内容の一部に見やすく読みまちがえにくい

ユニバーサルデザインフォントを採用しています。

江  

師

え

　   

　
　し

なるほど環流丘陵らしい形をしている。

町のうごき

人口 前月比
男
女
計

世帯数

出生 死亡 転入 転出
男
女
計

2
3
5

15
10
25

21
18
39

13
13
26

7,878
8,673
16,551
8,379

窪川地域 11,709人 大正地域 2,311人 十和地域 2,531人

ー5
ー2
ー7
±0

（8月31日）　 

（8月中の届出）

四万十川の
水質状況

適正値（mg/ｌ）
リン酸 ≦  1.0
硝　酸 ≦  0.5

アンモニウム ≦  5.0
アニオン活性剤 ≦  1.0
化学的酸素要求量 ≦10.0

調査：大正（吾川） 
資料：四万十高校自然環境部

9月10日
測定範囲以下
測定範囲以下
測定範囲以下
0.20

測定範囲以下
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か
み
や
ま
ご
う

か
み
ぶ
ん

し
も
ぶ
ん

み
ょ
う
も
と

お
り
つ
き

か
ん
り
ゅ
う
き
ゅ
う
り
ょ
う


